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　「浜通り」は駿河湾沿岸に沿って南北に伸びるほぼまっすぐな街道と、
その街道を中心に形成された南北約 1.5㎞、東西約 0.6㎞の細長い集落
を指す名称です。浜通りは、北から北浜通、城之腰、鰯ケ島の３地区に
分かれています。集落内には、江戸時代に掘られ、かつては運河として
も機能した堀川 ( 黒石川 ) が北へ流れています。
　焼津漁港築港前は浜通りの砂利浜が河

か し

岸 ( 湊
みなと

) で、古くは廻船業でに
ぎわいました。徳川家康から船足の早い八丁櫓を許されて以降、カツオ
漁業が大きく発展したと伝わります。交通の要所でもあり、江戸時代の
地誌には、「漁家商家相交りて繁華なる土地なり、焼津湊云々」(『駿河
記』) と当時の繁栄ぶりが記されています。
　その後、明治時代の東海道線焼津駅の開業、静岡での全国初の石油発
動機付漁船の開発、漁船建造に必要な有力資本が焼津に成立したことな
どにより、浜通りを中核として、焼津は遠洋カツオ漁業の先進地になり
ました。また、漁業の発展に伴って、鰹節に代表される水産加工業も一
大飛躍を遂げました。焼津の名が全国に知られるようになったのは、浜
通りで焼津漁業を盛り上げた先人たちの努力によるものといえます。
　明治時代の文豪、小泉八雲はこの地を愛し、夏になると浜通りの山口
乙吉宅に泊まり、焼津にまつわる作品を残しました。浜通りが「八雲通
り」とも呼ばれる由縁です。
　浜通りには沿岸部特有の伝統的家屋や小路、信仰の場所などが今も
残っており、焼津の歴史と文化が息づいています。

南の御旅所

⑭波除堤防モニュメント
高波の害から守るために、
明治 30 年代から築造され
た総延長 1,320m の石積み
防潮堤の一部を模造したも
の。集落側にも小堤防が築
造され、二重堤防になって
いた。

⑥感恩の碑
石積み防潮堤の築造を主導した山
口平右エ門と、海岸保全に尽力し
た高見三郎元衆議院議員の業績を
讃えた石碑。

⑩ゴテン小路
周囲よりも高くなっていて、田中藩
の御殿の跡と伝承されている。

⑤八雲地蔵 ( 波除地蔵 )
小泉八雲の逸話が伝わる波除地蔵。現在まつ
られているのは、昭和 41(1966) 年に新しく
作られたもので、八雲の見た古いお地蔵様は、
光心寺にまつられている。
浜通りには、札の辻、安泰寺、青峰さんに波
除地蔵がまつられている。

③北の御
お た び し ょ

旅所
この場所は、日本武尊が海
から上陸した場所と伝わ
り、「北のオヤスミサン」
とも呼ばれる。８月 13 日
の焼津神社の荒祭りの神輿
御渡では、御

おんくささげ
供捧役によっ

て「小
こむぎのいい

麦飯」などの特殊神
饌が献上される。

⑬青峰山勝景院
明治 41(1908) 年に海難除け
で有名な青峯山正福寺 ( 三重
県鳥羽市 ) を勧請した寺で、

「青峰さん」と呼ばれ漁業関
係者からの信仰が厚い。海難
にあったとき、青峰さんの旗
を掲げて「青いなぁ、青い
なぁ」と叫ぶと助かると伝え
られている。

浜通りには高潮の際、西の堀
川へ水を逃がすための小路が
何本も通っており、土地自体
も海側から陸側へと傾斜して
いる。小路にはそれぞれ関係
した名前が付けられている。
写真は御休小路。

⑫浜通りの小路

⑪船元小路
浜通りのなかほどにはサカナヤと呼
ばれる水産加工業者、その両端に商
店や鮮魚商、さらにその外側に漁師
( 船元や船員 ) の住まいが配置され
ていた。船元小路 ( 鰯ケ島 ) には漁
師の家が集中しており、小路の名前
の由来にもなった。

⑨札の辻の庚申像
江戸時代高

こ う さ つ ば
札場だった場所。伊

豆の長八の流れをくむ下村声峰
策の庚申像は、昭和 12 年 (1937)
に町内の安全を願って建立され
たが、現在は堂内に納められて
いる。２代目の像は、平成 30
年に新調された。

⑧波除けの堰板用の柱
高波の際、入口の両側にある柱の溝に板を
落として、海水が家の中に入らないように
した。海水は、裏の堀川へ流れるように小
路が配置されている。

▼岩清蔵◀岩清蔵正面

⑦浜通りの蔵群
蔵は屋敷の裏手 ( 堀川沿
い ) を中心に建てられ、
石蔵、土蔵、レンガ蔵な
どが点在している。石や
レンガを漆喰などで化粧
した蔵もみられる。工場
などに使われている石蔵
もある。

④小泉八雲滞在の家跡
八雲が焼津で逗留していた山口
乙吉の家があった場所。昭和
43(1968) 年に愛知県の明治村
へ移築。

小泉八雲滞在の家付近から南をのぞむ

②護心寺 ( 北の弁天さん )
昭和 10(1935) 年まで、この
場所に光心寺 ( 現在、東小川
１丁目 ) があった。鰯ケ島の
青峰さんとともに漁業関係者
から厚く信仰されている。

①小泉八雲風詠之碑
明治時代の文豪・小泉八雲
を偲んだ石碑。八雲は明治
30(1897) 年に焼津を訪れて
以来、晩年までのほとんどの
夏を焼津で過ごし、「焼津に
て」「乙吉のだるま」などの
名作を生んだ。
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⑨札の辻・庚申塚 ( 波除地蔵、津島神社も祀られる )

　二文小路21

⑳安泰寺

⑲帆屋 ( 令和２年度に整備されました )

⑰常照寺

⑯芋万 ( 右 )

⑮エンカ屋敷跡

西側（内陸側）

左⑱マルハチ、右⑧ぬかや

東側（海側）

引用参考文献：『浜通りの民俗』焼津市 平成 16 年、『焼津市史　図説・年表』焼津市 平成 20 年、『明治大正焼津街並往来絵図』佐藤道外先生顕彰刊行委員会 平成３年
　　　　　　    『2014　地域文化財専門家育成研修報告書』公益社団法人静岡県建築士会景観整備機構 平成 27 年
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に
は
、
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あ
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お
宅
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っ
て
い
ま
す
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築
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、
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的
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階
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て
の
建
物
が
造
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
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え
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
高
さ
や
屋
根
の
勾
配
か
ら
も
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「ニ米幅の小路、海へつきぬけると、御休町堤防の上り段あり」

曹洞宗、寛永 4(1627) 年開創。境内には、かつての波除堤防にあった稲荷堂 ( 波除稲荷 ) と波除地蔵がまつられている。

浄土宗、天正 10(1582) 年開創と伝わる。江戸時代、漁師が海から引き上げた「魚籃観音」をまつる。

代々素封家であった松村家の屋敷跡。「エンカさん」と呼ばれ親しまれていた。災害や飢饉が起きると私財を投じて付近の住民を救ったという。


